
ＶＯＬ.８６

は骨髄提供さえしてもらえ

ば、病気が治って、元気に走

り回れるイメージでしたが、

違うんですって。そこから新

たな戦いが始まるそうです。

要は、今までの自分の持っ

ている血液と、まったく違う

血液が作られてしまうので、

拒絶反応が出てしまうそうで

す。しかもずっと…。だから

手術後も決して、楽にはなら

ないそうです。そんな覚悟を

しても「生きたい!!」って思い、

手術を決断しなければなら

ない患者さん達の事を考え

ると、健康でいられる事の幸

せを絶対に忘れてはいけな

いな…って改めて思いまし

た。

危険！社長の風邪が社内

に蔓延しています。気が付

けば「ゴホゴホ…」。おもむ

ろにティッシュを掴んだかと

思えば、思いっきり「チ～ン

」（こんな可愛い音ではなく

、体中の液体が鼻から出て

いるような音ですが…）

しかも今日で2週間ぐらい

経っているのに、未だに治

る気配がありません。「ちゃ

んと薬を飲んでいるのです

か？」と聞くと「人間には治

癒力があるから、薬なんか

滅多に飲むものじゃないん

だ！」なんて逆に説教をさ

れてしまいます。だったらそ

の治癒力で、ささっと風邪を

治してください！いい加減、

迷惑ですよ！

今月の

格言！

びすてむ通信

中部ビジネスシステム株式会社

ばならないのだろう…そんな

葛藤をずっとしていました。

でも、そこで思い出したので

す。先程の友人も3週間ほど

でドナー提供してくれる人が

見つかったのですが、その

時の顔が忘れられないので

す。本当にうれしそうに、私

の手を思いっきり握り、「あり

がとね、ありがとね」って言

いながら、何度も何度も握手

をしてくれました。今回も、

きっと私を心待ちにしてくれ

ている人がいるんだ…そう

感じたら、一気に勇気が沸

いてきました。そもそも、私

は神様でもないし、お医者さ

んでもない。一生で誰かの

命を救える機会なんて、そう

そうあるもんじゃない！そう

思って、決意しました。その

後、正式に骨髄提供を承諾

しました。その際、色々コー

ディネーターの方が教えてく

れました。まず、骨髄提供を

してもらっても、患者さんは

病気と完全に縁がきれるわ

けではないって事。私の中で

中部ビジネスでは、昨年から

インターネットショップも開設

しています。そのお客様で兵

庫県のお客様がいるのです

が、すごく弊社の事を気に入

ってくれています。一度も顔

をあわせたこともなく、メール

でしかやり取りをしていない

のですが、弊社の考え方や

、お客様に対する姿勢を理

解していただいています。先

日も台風被害について連絡

がありました。「愛知は大丈

夫でしたか？私たちも、特に

大きな被害はありませんでし

た。」と言って、心配までして

くださりました。なんだかすご

くうれしくて、たくさん返信を

してしまいました。最近では

顔が見えないことをいいこと

に、インターネットでの犯罪

や誹謗中傷が多い中、こう

やって顔が見えなくても、相

手を思いやれるんだ…なん

て、感じてしまいました。大

切なのは、顔が見える、見え

ないではなく相手を思いやる

気持ちがあるか、どうかなん

だな～って再認識しました。

家族だって仲間だって、毎日

顔を合わせていても、相手を

思いやる気持ちがなければ

人間関係は上手くいきませ

ん。逆に声も聞いたことも、

相手の顔を見たことが無くて

も、心は通じ合えるのです。

どんな状況であれ、「思いや

りの心」は大切にしたいな～

って思いました。

み ん な の

ひ と り 言

人の弱さがわからない人間が

一番弱い人間なのよ

（瀬尾まいこ）

そのとおり！あなたよく

理解しているね～。って思っ

たらこの方、小説家でもあり、

国語の先生でもあるんですって

なるほど、説得力あるわ～
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喜んでいただけました！のコーナー

骨髄バンク

先日、一通の封筒が届きま

した。「あなたに適合した患

者さんがいます。ドナー提供

をお願いします！」という内

容でした。そうです、私は骨

髄バンクにドナー登録してい

たのです。1年程前、友人の

お母さんが白血病になりまし

た。友人から「もしよかったら

ドナー登録をして欲しい…」

と言われ、すぐに登録をしま

した。結果、私が友人のお母

さんのドナーになる事はでき

なかったのですが、1年越し

で、患者さんが見つかったの

です。正直、登録の時は何と

も思っていなかったのです

が、いざ正式に骨髄提供を

して欲しい…っと伝えられる

と、すごく怖くなってしまいま

した。死亡例もないわけでは

ないし、後遺症の問題もわ

ずかですがあります。自分

の病気であれば、リスクなん

て言っていられないのです

が、自分は健康で、何一つ

危険を冒す必要もないの

に、どうして手術をしなけれ


